　拝啓　貴校におかれましてはますますご清祥のこと、お喜び申し上げます。

さて、日本の国際化が進む中、日本人学生の英語能力の向上は２１世紀教育の重要な課題の一つであります。優れた教育とは優れた教師無くしては達成できないものですが、そこで貴校の英語教師の職にケリー・マクロウスキー氏をご紹介したいと思います。

　マクロウスキー氏は長年英語教師として中国、韓国、南米でご活躍された後、更に英語教員としての資質を磨くため、バーミンガム大学大学院、応用言語学過程に進まれました。一年間のコースを通し、氏は前向きに、そしてひたむきに学問に取り組まれました。特に、論文作成の際の氏の創造力、よりよいものを目指そうという情熱には目を見張るものがありました。妥協をせず、常に前進を続ける氏の姿勢には私たち周囲の学生も刺激を受け、ふと立ち止まりたくなってしまう自分を戒めることが出来ました。

　又、マクロウスキー氏は友好的で活動的であり、リーダーとして様様な企画をとりまとめ、コース内ではなくてはならない存在でした。バーミンガム大学の言語学部には実にいろいろな国からの留学生が在籍していました。ともすると、文化的背景の違いからばらばらになりがちなコース生が、最後まで仲良くまとまっていたのも、ひとえにマクロウスキー氏の人徳によるものであります。氏の、誰にでも友好的で、他人のための労を惜しまないという人柄は、正に教師として最も大切な資質であります。

　マクロウスキー氏が貴校の英語教育に携わることは、貴校にとって大きなメリットになることは間違いありません。氏の学問に対する真摯な態度、豊富な経験、優れた創造力、そして何よりも親しみやすく温かい人柄と、どれをとりましても貴校の英語教育の発展に大きく寄与してくれるものと思われます。活発で効果的な授業のみならず、シラバスやコースデザインといった貴校の英語教育全般にかかわる分野にも力を発揮してくれることと思います。氏も貴校の発展のために尽くしたいという強い意欲を持っております。氏の意欲をお引き立てくださいますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

まずは書面にて失礼いたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　バーミンガム大学大学院　ＭＡ．ｉｎ　ＴＥＦＬ／ＴＥＳＬ　修了　　　　　　　
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